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1923 年〈ミュンヘン一揆の発生〉
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・  州総督 の Ｇ
グスタフ

 . Ｒ
リッター

 .カール （D-2/3）
・  州警察長官 の Ｈ

ハンス

   .ザイサー （D-1/2）
・  州駐在陸軍司令官 の Ｏ

オットー

 . Ｈ
ヘルマン

 .ロッソウ （D-1）
　そしてこの 3人は、このときの中

ヴァイマール

央 政府の混乱に乗じて、バイエルン州を

中央から独立させ、バイエルン王家（＊ 03）による「王国」を復活させたいと画策

しはじめます。（＊ 04）

　つまり、同じミュンヘンに拠点を置くバイエルン州政府とナチスは、「中央政

府は敵」という点において一致していたため共闘することもありましたが、ナチ

スがあくまでも「中央政府を倒し新政府を樹立する！」ことまで考えていたのに

対して、州政府はただ「バイエルンが中央から独立できさえすればよい」と、思

想的に大きな隔たりがありました。

　いわば、ナチス・州政府・中央政府の“三すくみ”状態です。

（＊ 03） 神聖ローマ皇帝も輩出したことのある名門ヴィッテルスバッハ家。

（＊ 04） 一口に「ドイツ」といっても、北ドイツと南ドイツでは歴史・文化・宗教（北：ルター派 / 
南：カトリック）などが大きく異なっていたため、北ドイツ出身のプロシアに“併合”され
「ドイツ帝国の一部」となってしまったことに不満を抱く南ドイツ住民は多く、南ドイツ
の中でもとくにバイエルンはスキさえあれば独立を狙っていました。

（＊ 01） 市民にとっては地獄だったこの超インフレも、農民（B-1）にとってはむしろ追い風となり
ました。貨幣価値がなくなってしまったことで、農民らが抱えていた借金は事実上チャラ
となり、相対的に農産物が重要な価値を持つ社会となったからです。

（＊ 02） 本幕パネルの地図でいえば、（C/D-3/4）あたりです。

こ うして、1923年いっぱいをかけてドイツ全土を超
ハイパー

インフレーションが

猛威を揮
ふる

い、労
プロ

働
レタ

者
リア

らは怨
えん

嗟
さ

の声を上げ（＊ 01）、その怒りは「クーノ内

閣退陣要求暴動」（A-2）へと発展、社会は紊
びん

乱
らん

の一途をたどります。

　その結果、8月になってついにクーノ政権は崩壊。（A-4/5）
　この混乱を収拾する期待を一身に背負ってＧ

グスタフ

.シュトレーゼマン（A-3/4）が
新首相となります。

　翌 9月には「非常事態宣言」が発せられ（B-3）、彼が事態収拾に当たります。
　こうした政府の混乱を受けて、ナチスが党勢を拡大したことはすでに触れま

したが、ヒトラーはこのまま余勢を駆
か

って一気にヴァイマール中央政府を倒す

ことまで考えはじめます。

　ところで。

　そのナチスの拠点ミュンヘンはバイエルン州（＊ 02）の州都ですが、このころの

バイエルン州政府は中央から大幅な自治が認められ、以下の 3名による「三頭
政治」が布

し

かれていました。（C-1/2）


